
『 石橋顧間への感謝と近況 』

コロナ禍 にあ りなが ら、本年 は評議 員・役 員等の改選期 に 当た り、例年の決

同窓会栃木県支部会長 岩 崎 俊
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の ための理事会 の ほか、評議 員選任 の ための評議 員選任 ・解任委 員会、役 員選任等の た

雄
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めの評議 員会 そ して理事長・常務理事選 定等のための理事会 等の会議 を矢継 ぎ早 に開催

しま した。勿論、社会福社法人 のほ とん どが同様 で、会議 を終 え、ひ とキ せされてい る

もの と思 ってい ます。

そんな中で、本部 躍窓会長 もされた石橋俊一 人 (以 下 「先軍」)が理事長 を務 め られ

てい るパ ステルの理事会 が閑催 され、役 員選任等の議 案 を提案す るための評議 員会招集

議 案が上程 され ま した。漏 れ聞いてい た ものの先軍の選任議 案は無 く、退任 す ることが

明確 とな りま した。本部 同窓会 の_in事 会 と重 なったため、私 は、次期理事長選 定のため

の理事会 には出席 す ることがで きませ んが、法人認可 当初 か ら運命 を共 に して きた須見

江 夫人 が理事長 に選定 され るもの と考 えてい ます し、これまでの功績 か らそれが 当然の

人事 と考 えてい ます。

お しろ、先輩 は ジャー ナ リス トが本 業で、現在のパ ステル は須見江 氏が築いて きた も

のであ る、 との評価 をされ る方 もお りますが、法人 の最高責任者、 しか もジャーナ リス

トに加 えて某大学の名誉教授 で もあ る先革 は、法人倉1立期 の物ミ共 に厳 しい時代 に、決

断 に書慮 し悩 まれた ことも多 くあ った もの と思い ます。法人倉1立類 の経営 に携わ って き

た責任者の ひと りと して、改めて先輩の御功績 に敬 意 を表す るとともに、`せ よ り感謝 を

申 し上 げ る次第です。

先輩 と親 しくさせ て頂 い たきっかけは、私 がす ぎの こ会 を立 ち上 げ、初 めての知的障

害者更生施設 す ぎの こ学 園 を開設 した当初 で した。先軍が福社新 聞の編集長 と して本会

を紹介 す る記事 を載せて くれたのです。その記事が 多 くの共感 を呼 び、ベ ンの力 を思 い

知 らされ るとともに、大 きな励 み とな りま した。

その後、昭和 50年代後半 か ら力 を入 れたグルー プホー ムの立 ち上 げに当た って、厚

労省の障害福社課 長 であ った浅野 史郎 氏 を紹介いただ き、意見 交換 を しなが ら「障害輻

社の決定打Jと も言 われたグルー プホー ムの tll度 倉1設 に加 わ ることがで きま した。当時

考 えてい た制度 と現在の制度 は、あま りに も似 て も似つかね もの とな って しまい ま した
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が、障害者の地域 での生活 を保障す る選択肢の一つ と して評価 され る もの と思 ってい ま

す。

その後、 同窓会栃 木県 支部 の会長 、本部 同窓会長 と して御尽 力いただい た訳 ですが、

不 肖私が先輩の後 を同様 に進 むな どとは、当時は考 えて もみ ませ んで した。私 が本部 同

窓会 の会長 に白羽の矢が 当たった ときも「大嬌会長 の依頼 であれば今 更辞退 もで きない

だろ うか ら、 1期 だけ とい う条件」 とい うア ドバ イス を受 け、 おう|き 受 け しま したが、

コロナ禍 にあって再任 な どとは夢に も恙 ってい ませ んで した。

先輩 には、様 々な場面 でお世話 にな り、おネLの 申 し上 げよ うもあ りませ んが、これで

お別 れ とい うことではな く、パ ステルにおいて も、会長 と して高所 か らご指 導 され るも

の と思 ってい ますので、暫 くは「晴耕雨読 」 の生活 を送 られ るよ う
~il念

してお ります。

また、嬉 しいニ ュー ス も飛 びお んで きま した。栃 木県支部会 員であ る学部 27期 生の

伊 藤勝規 さんが 日本社会事 業大学社会福社 学会賞 (本 国賞 )の 文献賞授与 が決定 しま し

た。伊 諄 さん |ま 非営千」活封法人 とちざ/一 マ ラ イゼー ション抒究 会
'理

事長 をされて 、|

ますが、これまでの経験 を活か し孝1用 者 目線 で「 iCFの 視点 に基づ く自立生活支援の

福社用具～ その人 ら しい生活の ための制活用～」を執筆 しま した。私 も拝読 しま したが、

完全参加 と平等の国際障害者年 か ら 40年 、 とい う記 念すべ き年 に、S、 さわ しい書籍 であ

ると感 じま した。 同 じ道 を歩 む伊 藤 さんに、ぬ か らの賛辞 を送 ります。

ところで、私の 自宅 と本書F事務所 は奈 良時代 の僧 、弘誓坊 明願 によって開出 され、今

なお霊魂 の出 と して知 られてい る岩船 山高勝寺の、S、 もとにあ ります。ここ数年、自宅 と

事務所 をまた ぐ堀 に蛍が現 れ るよ うにな りま した。お寺 には、大変お世 話 になった役 員、

守 る会会長、 そ して 多 くの仲 間 をお杞 りす る慰霊稗 を建立 させ てい ただいてい ます が、

蛍 は、 その方 マか らの贈 り物、 愛の定期便 と思 ってい ます。

本会 は特定社会福社法人 ではあ りませ んが、長い間監査法 人の会計 監査 を受 け、近年

の社 会福祉法人制度次革 を機 に、定款記載の機 関 と しての会計 監査人制度 を導入 してい

ます。導入後 は私の肩の荷 は若千降 りたのですが、会計拠理等 もほ とん ど自前で行 って

い るため、経理担 当者 は決算期 には大変な労 力 を費や す ことにな り、御薔労 を掛 けてい

ます。

1年 間の総決算 であ る計算関係書類、財産 目録、事 業報告等の整翠 が ひと殷 落 した こ

ろに蛍が出現す るのです。今年 も、本部事務所での仕事 を終 え自宅に向か う途 中の堀付

近で、孫 たちが喜 びの声 を上 げてい ます。蛍の舌し舞です。今年 も麦の定霜便 の二1岩 なの

です。疲 れ も恙れて見 とれてい ます。

今夜 は ビールが一段 とおい しいだろ うな―。
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2



甕蝿 鐵L(mm科 7m)

昭わ 20年代 当初は、戦後の国民総 貧困の福社二法時代で、私は県の社会課 にあって福祉

に携わってお り、苺月の少ない給料の一部 を積みたて、二人の有恙でへ き地保育所の子供逹

の慰間をした りしてお りま した。

当時の福社施設 は母子寮や保育所 と養護施設で、主 としてお寺の住職 さんが多 く実にすば

らしい人格識見に富んだ方々が多 く、そうい う方々に接す ることにより福社の神髄 を学んで

きま した。

而 し施設 に対す る公的資金の導によ り当然 なが ら行政の指導監督が年々きび しくな り逆

に民間の住職 さんの声が小 さくな` り、カロえて今 日一般の事業者が福社に参画するようにな り、

私は非常に寂 しくむ ころ疑念 をもってお ります。

森玄俊と県内障害児福祉

田村匡彦 (学部 6m)

精神薄弱児・者一元化 を主な内容とする精神薄弱者福祉法の第二次改正が 1967(昭 和 42)

年 10月 行われた。翌 1968年 厚生省児童家走局に障害福祉課新設。

それに先立つ昭禾口42年 6月 15日 、栃木県児童福祉 1又 容療育施設協議会総会が開かれ、ffr

会長 に喬晴院院長の森玄俊が選出された。

1970(昭 わ 45)年 10月 塩原町で開催 された施設長研修会は「児童 1又 容施設長及び精神薄

弱者支援施設長研修会」であった。①

県施設協議会は昭澤口47年 、栃木県福祉施設協議会と改称し、「1又 容」の言葉を力l除 した。

機関業 『手に手』 を年 1口 発行 して
‐
lE互 の連携 を図った。

森会長の下で事務局 をヲ|き 続 き担当 したの |ま 養護施設普息園の主事 (事務長)齊 擦明子で、

普患園に勤務す る保母 たちについて、「彼女逹の姿は職業意識が どうの こうの と、重 リーベ

んの言葉では表現出来ない厳 しさと尊 さがあった。」 と記 してぃ る。②

新会長森 と事務局齊藤には現場で汗する保母 に対 し敬意 を持つ とい う共通点があった。③

森 玄俊は 1969年 (昭 オロ

“

年)3月 、栃木県手 をつな ぐ親の会の会長④、同年 4月 、栃

木県精神薄弱者愛護協会の会長 となった。1970年 1月 には県児童福社審議会の部会長 と して

『精神薄弱者対策について」 (答 申)を 取 りまとめた。 ス、親の会 を解散 し育成会 と Lて 再

出発 した栃木県精神薄弱者育成会は森会長か ら植木誡也 (塩谷町)に う|き 継がれてい る。⑤

こうしたことは、森が自らの民間福祉施設経営者 と しての立場 だけではな く、障害 を持 っ

た子の保護者の立場 と役割 を明確 に理解 していたことを示 してい る。
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知事横川信人は 1971(昭和 46)キ 知事室で重症磁身障害児 を守 る会の代表から陳情 を受

けた。立 ち会 った衛生民生部長恙賀信雄 は森玄俊 と協議 を重ね、終身収容施設建設の検討 を

始めるため昭和 47年度に入 るとプロジェク トチームを設置 した。

恙賀は当時 を振 り返 って、「陳情者の声は今で も私の脳裏に灼 きついてい るJと 述べ る。

1973(昭 わ 48)年度か らフロニー建設 は県の機構改革で設置 された民生部障害福社課 が F~F

管 した。県立 コロニー懇談会 を発足 させ、森玄俊 もそのメンパー となった。⑥

国連第 30口総会は 1975(昭 和 50)年 12月 9日 「障害者の権オ1に 関す る宣言」を決議 した。

民家コロニーはその名称 にもかかわ らず、ノーマライゼーションの思想 を基盤 と L、 昭わ

50年 4月 民家町鍛冶 ヶ沢に開設 された。ま度障害児棟 (た んぽば察 )の 開設 は翌 51年 4月 。

中島平ノヽ郎 を継いで第二代のコロニー長 となった石′ll渉 は障害福社課長の折、コロニー労

働組合 との団交を含め現場 との意見調整 を行いなが ら労働条件の整備 を図 った。職 員の労働

条件の整備 は直ちに察生の処遇向上に運動す ると考 えた。職 員宿合の整備予定は職 員のin_勤

希望が多 く、取 りやめ とな り、民家コロニー と民家駅 との間に送迎バスが近動時間に合わせ

一 日 3口運行 されることとなった。こうして職 員に「ほっと出来 る時間」が確保 された。宿

合用地 は後 に果樹農園と して使用 される。

森玄俊は小林丈人 との共著書『春 を待つ子等』 (1950。 1l fll)で障害児の療育に精神科医師

の心要性 を強調 していた。

「公平かつ厳工に事 を運んでいただけるとい う安磁感J(船口譲 )、 「自らの信念 を披慶 さ

れる時には、日頃の温顔が きりりとしま り、眼光す るどく熱っぼい情熱家に変わ りました(加

藤智― )、 「森病院長 としての立場 を主 とし、施設 には責任者 を置 く。 しか し、まかせ っきり

には しない」 (沼 尾武次)周 囲は森 玄俊 (19:相 .7～ 1983.7.1)を このように見ていた。

『50周 年記念誌』 p33 (栃 木県社 会福祉協議会 2002.9.30発行 )

『普 恵』 (倉1立 25周 年記念表) p67 昭和 51年 11月 1日 発行 普息園

『とちぎサロン』第 4集  p14,19 昭わ 42年 7月 25日 発行 栃木新聞社

『新版栃木県教育 史』 (下 巻) p614 平成 2年 11月 発行 栃木県逹合教育会

『員オ団法人栃木県知的障害者育成会 法人涎可 20周 年記念事業報告書』 p2

『栃木県民家コロニー倉1立 10周 年記念熱』 p74

福祉罵具のN絣燿礁適した自立曇絣爽機

①

２

Ｃ

Ｃ

⑥

⑥

NyO簸入 ともぎプ攣マライ鍾攀シ電ン購覧会

緩 礫 隋 ね (撃棘 27m)

同窓会の皆様、 は じめま して。貴重な紙面 を使 わせて頂 き、 あ りが とうございます。



○ とちぎ福祉 プラザ モデルルーム

卒業後、福社用具や住環境整備 を手段 としての 自立生活支援の現場 に身 を置きますが、現

在はとちざ福社プラザ 1階にある「モデルルーム」を拠点 として、県内タトで活動 しています。

主に県内では障がい者・高齢者の住環境整備 について相談から福社用具の提供や 自立 を目指

す住環境整備の設計や施工などを行い、県タトではそれらに関す る研修会等での講師 を行 って

お ります。

モデルルームは県の設 置ですが私共の法人が管理運営 を し、福祉用具の晨示や試用体験、

相談活動 を行 ってお ります。介護現場 での腰痛対策やケアの質向上 を目指す「ノー リフ ト」

の観点か ら最近注 目される「移乗 リフ ト」については晨示 を強化、勉強会 な ども行 って普及

に取 り組んでい ます。

○変i_4

福祉用具 を尋 ヒした活動はプ レる■とな (続 けてお り、1988年 か ら東京の福社用具専Fl商

社、2000年 に栃木に戻 ってホームセ ンターカ ンセキ を経て、2002年 から現職 です。「カ ンセ

キ ?」 と思われるか もしれませんが、当時介護保険の希1度 イヒを見据 えて様 々な企業が参入 を

考 える中で、カ ンセキ も例タトではなかったわ |十 です。核含■が らた を美かせ ること |ま 主来ま

せんで したが ・・・。

その ような変基の中、2005年 か ら始 まった公委ヨオ団法人テクノエ イ ド協会 との協働 は大 き

な転機 とな りま した。福祉用具や住宅改レ :二 買わ る様 マな研究活動、介護 ロボ ッ トも含む開

発支援や評価、介護現場での ヒヤ リ⌒ ,卜 事 ■1■ 臭 と活用など、多 くの国 レベルの活動に参

カロさせていただき、 また関連す る多 (の 主根や奸修会に関わ りを持 ちま した。

○『ICFの 視点に基づ く自立生活支援の輻社
=具

～その人 らしい生活のための利活用』

テクノエイ ドt●Z会 との協働の中で、本年 1日 、電■用具の千1活 用 を学ぶ図書 を出版 しま し

た。監修 していただいた大橋謙策先生は、社大学長基任後の 2011年 か らテクノエイ ド協会

の理事長であ り、特 に ICF概 念の福祉 用具千ti=≡ へつ罠閂 !二 ついては、 多くの学びを頂 きま

した。福祉用具は単 に「活動」の 自立 を目指す道具で |ま な く、人がかかわ る多 〈の支援が依

存の誘 発 を内在す るや、「意欲」 とヽヽ う遇 t区 子 こ奎 きうヽ |十 二体性 を維持 した 「参加」 につ

なが る支援 となること、 そ して福社用具 ごヒ
「

具体を,■・桑質 を言かせて、ヽただきま した
=

【広告】『ICFの 視点 |二 基づ く自立生活支援の福祉用具～ その人 ら しい生活のための 11活 用』

中央法規 出版 B5判  275ベー ジ 税塾 3,300円  Amozonで 買えます |

0日 本社会事業大学社会福祉学会 (木 曰)賞

本書 は 2021年 度の文献賞に ご選定いただきま した。前述のように 二の本は大橋先生の監修

指導の賜物であるので、私 自身は少 し控 えめに喜んでお ります。WHOの ICF協 カセ ンターが

佐藤久夫先生の下におかれ、大橋先生が「活動 と参加」の 日本語訳の中′ことして活躍 される

など、社人は「iCFの 、S、 るさとJです。 そのような学校で学べたことはとて も幸せなことで

あ り、 そ して ご評価いただけたことを大変光栄に思 ってお ります。

そ して同窓の皆様、 これか らもご指導、 ご鞍撻 をよろ しくお願いいた します。
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翁和 3年慶 饒鷺鰺蝠鯰ついて

今和元年度の総会で選任 された役 員の任期 は今和 2年 度まで となってお りま した。

本来であれば総会 を開催 し、新役員を選任 しな くてはならない ところですが、フロナ橋に

よ り役 員会や総会が開催で きず、書面決議 も行 えませんで した。

つ きま しては、この特殊 な事 1育 を鑑み、次期任期 もこれまでの体令1の ままとい うことをご

了解いただきた くお願い申 し上げます。

役 員の方々にも、 この場 をお借 りしてのお願い となって しまい識 に恐縮で ございますが、

なにとぞご理解いただきますよう重ねてお願 い申 し上 げます。

願 闘  届 周宏恙 (研 究料 7難 )。 沼魔武次 (本科 5難 )。 悪檎俊― (学部 1鶏 )

会長  贈彎俊雄 (学部 10期 )

副会長 鵡峙工恙 (学部 14期 )。 輸出浩 (学部 25鶏 )

幹事  鋪地 漏番 (院 18鋼 )。 爾池浩史 (学部 34繭 )。 大届覇』史 (学書538繭 )

監事  関久美子 (学部 29難 )。 策爾雄太 (学部

“

蠅 )

*任期 今禾口3年 度～4年 度

令和 盆年度 決纂報告

―

―

収入 支 出

会費 25,000 2,500円 X10人 通信費 21,614 会報関係

寄付金 12,500 2人 印刷製本費 29,855 〃

補助金 30,000 母校同窓会補助金 消耗品費 3,280 〃

繰越金 76,157

収入計 143,657 支出計 54,749

収支差額 889908囲 (令和 3年度に纏越)
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